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●どのような力を、どのレベルまで身につけるのか【目指す能力とその次元】

Lesson１５～Lesson１８

・分詞

・関係詞

・中学校で学習した文構造やいろいろな文法

事項を理解する

・英語の文法の中でも最も汎用性がある分詞

の活用イメージを理解する

・定期考査

・ノート提出

・課題プリント

・定期考査

・授業での意欲・関心

・ノート提出

・課題プリント

・授業での意欲・関心

・ノート提出

・課題プリント

●いつ、何を学ぶか【学習内容】

学　習　内　容 学習活動・ねらい

・中学校で学習した文構造やいろいろな文法

事項を理解する

・文の基本となる時制（現在、過去）と動詞

に意味を付加する助動詞の基本を学ぶ

3

学

期

使用教科書

副教材等

学習の目標

評価の
観点 知識・技能

・中学校で学習した文構造やいろいろな文法

事項を理解する

・表現に深みやバリエーションを持たせる役

割の文法を理解して，表現できるようになる

Lesson１～Lesson６

・時制（現在、過去、未来）

・進行形

・助動詞

Lesson７～Lesson１４

・現在完了

・受動態

・比較

・不定詞、動名詞

評価基準

評価方法

学期

1

学

期

2

学

期

2 単位

・身の回りのさまざまなことにつ

いて，自分の経験や考えを聞き手

に積極的に伝えようとする

・スピーチやプレゼンテーション

などの活動を通して，工夫して話

して伝え合うことに努める

Amity English Logic and ExpressionⅠ（開隆堂出版）

日常的・社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの支援

を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝え合った

り，やり取りを通して必要な情報を得たりすることができる

思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

普通科1年ＣＡ組 学年 履　修
必　修

単位数
選　択

・場面や状況を理解し，適切な表

現を用いて，物事を具体的に描写

できる

・自分の考えや気持ちや経験など

を聞き手にわかりやすく伝えるこ

とができる

中学校で学習した文構造やいろい

ろな文法事項を理解し、それを基

に，身の回りのさまざまな場面で

の表現を適切に行うことができる

技能を身につける

履修学年
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